
 

 

事業所防災リーダー 防災関連通信（令和 8年 8月 3日） 
 

■週間天気予報・天気図   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜主要じょう乱の概要＞ 
・台風第 13 号については最新の台風予報を参照。 
・6⽇から 7⽇にかけて、⽇本のはるか東の⾼気圧が北⽇本付近に張り出す。 
・8⽇から 10⽇にかけて、⽇本のはるか東の⾼気圧が東⽇本付近とサハリン付近に張り出す。 

 

＜防災事項＞ 11 時、17 時発表の早期注意情報に合わせて当項目は修正する場合があります。 

・東⽇本太平洋側と⼩笠原諸島は、6⽇にかけて台風第 13 号の影響で波が⾼くなり、台風の進路等
によっては⼤しけとなるおそれがある。 

・⻄⽇本太平洋側は、8⽇頃にかけて台風第 13 号の影響で波が⾼く⼤⾬となり、台風の進路等によ
っては⼤しけや警報級の⼤⾬となるおそれがある。 

・沖縄・奄美は、8⽇頃にかけて台風第 13 号の影響で⼤荒れや⼤しけとなり、台風の進路等によっ
ては警報級の⼤⾬、警報級の⾼潮となるおそれがある。 

・全国的に、気温が平年よりかなり⾼くなり、最⾼気温が 35 度以上となる所がある。熱中症など健
康管理に注意。 



 

 

■向こう１か月の平均気温・降水量・⽇照時間の見込み 8 月 1 ⽇～8 月 31 ⽇ 

 

〇暖かい空気に覆われやすいため、向こう１か月の気温は⾼いでしょう。 

〇平年と同様に晴れの⽇が多いでしょう。 
 
■気象台からのコメント 令和 8 年 8 月 3 ⽇(月)  10 時 32 分 
 

＜8 月 8 ⽇までの警報等の可能性＞ 

〇東京地方 

・警報等の可能性は低い見込みです。 

〇伊豆諸島 

・４⽇から７⽇にかけて、台風第１３号の影響で、波浪警報を発表する可能性があります。 

〇⼩笠原諸島 

・３⽇から５⽇は、台風第１３号が⼩笠原諸島に近づく見込みです。波浪警報を発表しており、暴風

警報を発表する可能性が⾼くなっています。また、台風の進路や発達の程度によっては、レベル４
土砂災害危険警報を発表する可能性があります。 

 

■台風情報（令和 8 年 8 月 3 ⽇） 
 


